
 新型コロナウィルスの感染拡大により、マスクの着用が当たり前となりましたが、息苦しさや暑さを感

じることもあるかと思います。それでも感染を防ぐためにはマスクは重要です。今回はマスクの種類とそ

の効果について紹介していきます。 

 

 

 相手の咳・くしゃみなどで飛んだウィルスを含む飛沫から自分を守る 

 自分の咳・くしゃみなどで飛ぶウィルスを含む飛沫から相手を守る 

 鼻・のどの乾燥を防ぐことで免疫が低下しないように保護する 

 

 

 

マスクには不織布・布・ウレタンなど様々な素材のものがありますがその効果に違いはあるのでしょう

か？ 下記の図は、国立研究開発法人「理化学研究所」によるスーパーコンピューター「富岳」を使った模

擬実験の結果です。（数字が大きいほどマスクの性能が良い事を示しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 息を吐きだした時の飛沫量は不織布と布では同等のようですが、息を吸い込んだ時の飛沫抑制効果は

不織布が明らかに高いです。 

 ウレタン素材は呼吸がかなり楽に感じますが、その分性能は劣ります。マスクを通過する飛沫量は、

マスクの息苦しさと比例するという結果も出ており、息が吸いにくい＝性能が良いとも言えます。 

 上記はコンピューターによる計算上の値ですが、最近、国立病院機構仙台医療センターの実証実験で、

各素材別の小さな粒子（0.3µm～0.5µm）の吸い込み飛沫量が計測されました。粒子の除去率は、不織

布で 90～99％、布で 15～25％、ウレタンで１％以下という結果でした。布やウレタンでは防御に

はほとんど効果がないことがわかります。 

 状況に合わせてつけやすいマスクを着用すると良いとはされていますが、不織布マスクの使用を強く

おすすめします！ 

現在ではワクチン接種が完了した方もいるかもしれませんが、ワクチンを打ったからといって、かからな

い、人に移さないわけではありません。人と同じ空間にいる時は、自分はウィルスを保有していうかもし

れないと思って正しくマスクを着用しましょう！ 
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